


























































































































































































ネットモニターを対象に視聴質の委託調査を 2 回実施した。第 1 回の
調査はドラマ番組を対象に行い、調査期間は 2013 年 9 月 26 日（木）か
ら 28 日（土）の 3 日間である（以後、ドラマ調査とする）。回答者は年
代別に 6 区分し（15 歳～ 24 歳、25 歳～ 34 歳、35 歳～ 44 歳、45 歳～
54 歳、55 歳～ 64 歳、65 歳以上）、それぞれ 104 人ずつ、合計 624 人で
男女半々である。調査対象番組の選定は、2013 年 7 月～ 9 月に放送さ
れたドラマの内、地上波および NHK の BS プレミアムで 19 時から 24
時に放送された日本のドラマで 45 分以上の番組という条件で行ったと
ころ、28 番組（NHK6 番組、民放 18 番組、BS4 番組）が評価対象と
なった。
続く第 2 回の調査は、2013 年 12 月 31 日の大晦日の 17 時から 24 時
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までの間に 30 分以上放送された地上波の番組を対象に、2014 年 1 月 1
日（水）に調査を実施した（以後、大晦日調査とする）。回答者は第 1




を用いた 20 項目に従って、番組を 5 件法・単極（1 点：あてはまらな
い～ 5 点：あてはまる）で評価してもらった。使用した Quae の評価項





























調査結果をみると、20 の質問項目は概ね 4 つの因子に分れることが明



































































最も多くの回答が寄せられたのは『第 64 回紅白歌合戦』の 452 件で、
次に『ダウンタウンのガキの使いやあらへんで！』が 263 件であった。





上記 2 番組の後は、『ゆく年くる年』138 件、『CDTV スペシャル！年
越しプレミアライブ』96 件、『ジャニーズカウントダウン』85 件の順で
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楽しい 3.0 （.89） 3.9 （.99） 3.5 （.83） 3.7（.98） 3.8 （1.02） 3.6 （.98）
リラックス
できる
3.5 （.82） 3.3 （1.08） 3.0 （.73） 3.5 （.94） 3.9 （.87） 3.5 （.94）
感動できる 3.4 （.70） 2.7 （.89） 3.1 （.56） 3.2 （.82） 3.8 （.92） 3.2 （.79）
話題性がある 3.2 （.98） 3.6 （.98） 3.4 （.81） 3.5 （1.02） 3.0 （1.15） 3.6 （.99）
実用的である 3.3 （.76） 2.4 （.97） 2.4 （.65） 2.6 （.81） 3.0 （.87） 2.6 （.79）
作りが良い 3.2 （.62） 3.3 （.76） 3.1 （.53） 3.4 （.78） 3.5 （.90） 3.4 （.76）
倫理的に問題が
ある





















で、次に『八重の桜』が 132 件、『救命病棟 24 時、第 5 シリーズ』が
115 件、『Doctors 2 最強の名医』と『SUMMER NUDE』が 97 件であっ
た。とりわけ、池井戸潤作の企業ドラマである『半沢直樹』の評価者は
多く、視聴率でも 40％を超えていた（2013 年 9 月 24 日、読売新聞夕
















































































































































6 割を越しており、さらに、「昔の方がおもしろかった」と 5 割以上の
人が感じていることも明らかにしている。
さらに、田代（2013）によれば、高齢者が「昔はおもしろかった」と
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